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結果概要 

＜１ 公共施設調査結果について＞ 

� ２月 13 日と２月 15日に行った、学校以外の公共施設における、太陽光発電設備の設

置可能性調査を行い、太陽光発電設備の設置が可能な施設の調査報告をした。 

� 17 施設を調査し、一定の発電量が見込まれる施設は６施設ほどである。 

� 施設によっては、屋上改修工事や既存変電設備との調整などが必要なところもある。 

� 小学校、中学校、幼稚園、保育園の屋上等の設置可能性を委託調査中であるが、現段

階では、10kW 以上の発電量が見込める施設を合計した設置可能容量は、1,157.7kW と

なる。 

    

＜２ 事業採算について＞ 

� 資本金、ファンド募集額、パネル設置単価、売電価格等について一定の条件を設定し、

事業の採算性を IRR※１及び DSCR※２等の指標により分析した。その結果を次回の協議会

に報告する予定だが、引き続き分析を行うこととなった。 

� 第４回検討チームで、ファンドの仕組みについては、おひさまエネルギーファンドの

永田氏に相談することとした。 

 

※※※※１１１１    IRRIRRIRRIRR（（（（Internal Rate of ReturnInternal Rate of ReturnInternal Rate of ReturnInternal Rate of Return））））：投資額と投資に伴う収益額が同額となる場

合に０％となり、収益額が投資額を上回る場合はプラスとなる。内部利益率、内部収

益率という。 

※※※※２２２２    DSCRDSCRDSCRDSCR（（（（Debt ServicDebt ServicDebt ServicDebt Serviceeee Coverage Ratio Coverage Ratio Coverage Ratio Coverage Ratio））））:年間純営業収益を借入金の年間元利返

済額で割って求める借入金返済の安全度を測る尺度であり、借入金償還余裕率、返済

余力割合という。 

 


